
東
京
社
保
協
は
７
月
23
日
、
豊
島
区
の
東
京

労
働
会
館
で
第
２
回
地
域
社
保
協
活
動
交
流
集

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
は
９
都
団
体
11
名
、

18
地
域
社
保
協
29
名
、
事
務
局
２
名
で
全
体
で

42
名
の
参
加
で
し
た
。

司
会
は
相
川
和
義
事
務
局
次
長
が
行
い
ま
し

た
。

竹
崎
三
立
会
長
あ
い
さ
つ

都
議
選
は
民
主
党
躍

進
・
自
民
党
惨
敗
と
い

う
結
果
に
終
わ
り
ま
し

た
。
私
た
ち
に
と
っ
て

は
、
歓
迎
す
べ
き
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
い
よ

い
よ
衆
議
院
選
を
迎
え
ま
す
が
、
問
題
な
の
は
、

政
権
交
代
だ
け
が
先
行
し
て
い
ま
す
。
中
身
づ

く
り
は
こ
れ
か
ら
で
す
。
各
政
党
が
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
を
作
成
し
ま
す
が
、
そ
れ
を
私
た
ち
は
点

検
し
て
、
や
ら
せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
私
た

ち
の
奮
闘
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
２
年
間
の
闘
い
の
中
で
手
応
え
を
感
じ

た
の
は
、
４
野
党
が
共
同
体
制
を
組
ん
だ
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
民
主
党
単
独
過
半
数
に
な
る

と
、
自
民
党
と
同
じ
よ
う
に
な
る
の
で
は
と
い

う
心
配
も
あ
り
ま
す
。
選
挙
後
に
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
通
り
に
や
っ
て
く
れ
る
か
ど
う
か
ち
ゃ
ん
と

見
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

暑
い
選
挙
に
な
り
ま
す
。
体
に
気
を
つ
け
て

頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

09
年
度
後
半
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

前
沢
淑
子
事
務
局
長

09
年
都
議
会
議
員
選
挙
は
、
福
祉
切
り
捨
て

の
石
原
都
政
へ
の
都
民
の

怒
り
が
爆
発
し
、
石
原
都

政
を
支
え
る
自
民
・
公
明

の
与
党
の
大
敗
、
民
主
党

の
躍
進
と
な
り
ま
し
た
。

公
約
実
現
を
迫
る
取
り
組

み
と
要
求
実
現
を
め
ざ
す
取
り
組
み
を
一
層
強

め
る
と
き
で
す
。

衆
議
院
が
解
散
さ
れ
、
「
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
廃
止
法
案
」
「
介
護
報
酬
再
引
き
上
げ
法

案
」
「
生
活
保
護
母
子
加
算
復
活
法
案
」

「
「
労
働
者
派
遣
法
の
改
正
」
な
ど
、
私
た
ち

の
要
求
を
反
映
し
た
法
案
は
廃
案
と
な
り
ま
し

た
。
私
た
ち
の
取
り
組
み
に
確
信
を
持
っ
て
、

総
選
挙
を
通
し
て
社
会
保
障
費
二
二
〇
〇
億
円

削
減
や
社
会
保
障
予
算
を
消
費
税
増
税
で
賄
お

う
と
す
る
政
治
路
線
に
き
っ
ぱ
り
と
審
判
を
下

し
ま
し
ょ
う
。

１
、
７
～
８
月

総
選
挙
を
通
し
て
要
求
実
現

の
取
り
組
み
を

総
選
挙
を
通
し
て
要
求
実
現
の
取
り
組
み
を

介
護
一
言
署
名
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
廃
止

署
名
な
ど
を
活
用
し
て

９
～
12
月

改
選
都
議
会
、
次
期
政
権
へ
要
求

実
現
の
た
た
か
い
を

（
１
）
国
会
へ
の
た
た
か
い

総
選
挙
後
の
秋
の
臨
時
国
会
へ
「
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
廃
止
法
案
」
「
介
護
報
酬
再
引
き
上

げ
法
案
」
「
生
活
保
護
母
子
加
算
復
活
法
案
」

「
自
立
支
援
法
抜
本
見
直
し
法
案
」
な
ど
の
再

提
出
を
は
じ
め
、
社
会
保
障
の
改
善
・
拡
充
を

求
め
る
取
り
組
み
を
一
層
強
化
し
ま
す
。

（
２
）
都
議
会
へ
の
た
た
か
い

改
選
さ
れ
た
都
議
会
会
派
へ
の
要
請
行
動
・
懇

談
会
の
企
画
や
、
地
元
選
出
都
議
会
議
員
へ
の

要
請
、
９
月
の
第
３
回
定
例
会
へ
都
知
事
・
会

派
要
請
を
精
力
的
に
行
お
う
。

（
３
）
各
自
治
体
へ
の
た
た
か
い

①
75
歳
以
上
の
医
療
費
を
無
料
に

②
福
祉
事

務
所
の
生
活
保
護
担
当
者
の
増
員
を

③
介
護

保
険
新
認
定
制
度
の
実
態
を
明
ら
か
に
さ
せ
、

改
善
さ
せ
る

④
国
保
の
資
格
証
・
短
期
証
の

発
行
の
実
態
を
あ
き
ら
か
に
さ
せ
、
納
入
相
談

活
動
の
徹
底
を

⑤
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
廃

止
の
意
見
書
提
出
を

⑥
保
育
所
の
待
機
児
解

消
を

⑧
子
ど
も
を
貧
困
か
ら
救
う
施
策
を
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今月の主な記事

１～３頁、第２回地域社保協交流集会開催 特集

お知らせ

４頁、東京シリーズ第４弾 東京の介護問題

お知らせ
衆議院選挙公示 ８月１８日（火）

衆議院選挙投票日 ８月３０日（日）

都議会開会日行動 ９月７日（月）９時45分都庁

第１庁舎ロビー集合 知事要請、各政党・会派要請

行動、12時15分から昼休み集会

第９回常任幹事会 ８月２７日（木）14時から

東京労働会館５階会議室

◇第23回日本高齢者大会（別府）へ東京社保協から代

表参加します。カンパにご協力下さい 各団体にカン

パ袋を配布します

第
２
回
地
域
社
保
協

交
流
集
会
開
催
!



（
給
食
費
へ
の
補
助
、
就
学
援
助
な
ど
）

３
、
重
点
課
題

（
１
）
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
廃
止
の
た
た

か
い

（
２
）
介
護
保
険
改
善
の
た
た
か
い

（
３
）
子
ど
も
を
貧
困
か
ら
救
う
た
た
か
い

（
４
）
相
談
活
動
の
日
常
化

11
月
を
「
相

談
活
動
週
間
」
に

と
い
っ
た
提
案
が
あ
り

ま
し
た
。

「
子
ど
も
と
貧
困
」
に
つ
い
て
都
教
組
坂
爪

邦
雄
副
執
行
委
員
長
か
ら

「
公
契
約
条
例
の
実
践
」
（
行
政
が
地
域
の

雇
用
、
保
育
、
介
護
、
高
齢
者
対
策
に
責
任

を
持
た
せ
る
た
め
に
）
を
東
京
土
建
の
松
森

常
任
中
央
執
行
委
員
か
ら
報
告
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

板
橋
社
保
協
報
告
・
西
川
勉
会
長

板
橋
社
保
協
は
48
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。
区
労
連
が
中

心
に
な
り
多
く
の
労
働
組
合

が
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。
社

保
協
に
30
団
体
が
加
盟
し
て

い
ま
す
。
毎
月
三
役
会
議
・
幹
事
会
を
や
っ

て
い
ま
す
。
自
治
体
と
の
交
渉
・
懇
談
を
２

カ
月
に
１
回
懇
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
区

内
の
諸
団
体
へ
の
働
き
か
け
、
老
人
ク
ラ
ブ

は
年
２
回
訪
問
し
要
請
を
し
て
い
る
。
昨
年

初
め
て
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
か
ら
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
講
師
要
請
も
あ
り
ま
し
た
。

学
習
会
は
大
き
な
学
習
会
と
地
域
ご
と
と

分
け
て
開
催
し
、
気
軽
に
参
加
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
宣
伝
行
動
は
12
年
間
毎
月

第
２
・
第
４
水
曜
日
に
行
っ
て
い
ま
す
。
大

運
動
実
行
委
員
会
を
つ
く
り
あ
ら
ゆ
る
団
体

が
結
集
し
、
年
に
２
回
総
行
動
を
行
い
、
延

べ
五
〇
〇
人
ぐ
ら
い
参
加
し
て
い
ま
す
。

週
３
日
の
半
専
従
体
制
を
10
年
前
か
ら
確

立
し
、
き
め
こ
ま
か
い
指
導
が
で
き
て
い
ま

す
。
月
１
回
の
幹
事
会
に
は
半
数
は
参
加
し
、

年
間
予
算
は
一
六
〇
万
で
す
。

西
東
京
社
保
協
報
告
・
岡
本
卓
郎
事

務
局
長

社
保
協
の
運
動
は
苦
労
し
て
進
め
て
い
ま

す
。
西
東
京
で
は
実
行
委
員
会
を
つ
く
り
、

く
ら
し
・
し
ご
と
・
な
ん
で

も
相
談
会
を
田
無
駅
前
で
４

／
29
・
７
／
21
取
り
組
み
ま

し
た
。
７
／
21
は
26
人
の
相

談
が
あ
り
ま
し
た
。
健
康
チ
ェ
ッ

ク
も
取
り
組
み
ま
し
た
。
仕
事
が
な
い
、
解

雇
、
生
活
保
護
な
ど
途
切
れ
な
く
相
談
が
あ

り
ま
し
た
。
実
行
委
員
会
は
相
談
会
を
今
後

も
継
続
さ
せ
定
着
さ
せ
た
い
と
話
し
合
っ
て

い
ま
す
。

介
護
保
険
だ
け
を
見
て
も
、
自
治
体
に
よ

り
違
い
も
あ
り
、
ど
う
し
て
も
情
報
交
換
が

必
要
と
い
う
こ
と
で
、
西
武
池
袋
線
・
西
武

線
沿
線
の
小
平
・
西
東
京
・
清
瀬
久
留
米
・

東
村
山
・
東
大
和
な
ど
の
地
域
社
保
協
の
交

流
会
を
始
め
ま
し
た
。
２
／
24
・
５
／
19
の

２
回
開
催
し
ま
し
た
。
相
談
会
・
介
護
保
険
・

後
期
高
齢
者
医
療
な
ど
い
ろ
い
ろ
交
流
が
で

き
好
評
で
し
た
。
次
は
選
挙
後
の
９
／
29
に

開
催
予
定
で
す
。

地
域
社
保
協
活
動
交
流

西
多
摩
社
保
協
・
入
山
さ
ん

西
多
摩
社
保
協
は
４
つ
の
市
・
３
つ
の
町
・

１
つ
の
村
と
い
う
広
範
囲
の
地
域
で
す
。
15

団
体
が
加
盟
し
、
各
自
治
体
の
議
員
さ
ん
も

入
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
・
介
護
の
問
題
を
中
心
に
取
り
組
ん
だ
。

キ
ャ
ラ
バ
ン
行
動
・
生
存
権
裁
判
の
取
り
組

み
も
や
っ
て
い
る
。
参
加
し
て
い
る
団
体
の

要
求
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
か
を
心
が
け

て
運
営
し
て
い
る
。
自
分
た
ち
の
要
求
と
社

保
協
の
運
動
が
結
び
つ
か
な
い
と
難
し
く
な

る
。
事
務
局
の
ス
タ
ッ
フ
が
厳
し
く
、
今
回

１
人
事
務
局
に
入
っ
て
も
ら
っ
た
。
予
算
は

30
万
程
度
。
広
い
地
域
な
の
で
交
通
費
・
食

事
代
な
ど
も
か
か
る
。

渋
谷
社
保
協
・
新
井
さ
ん

21
団
体
が
加
盟
し
て
い
る
。
40
～
50
万
の

予
算
で
土
建
が
半
分
、
代
々
木
病
院
が
10
万

の
会
費
で
す
。
７
／
31
に
18
回
総
会
を
開
催

し
ま
す
。
総
会
に
は
80
～
90
人
が
参
加
し
て

い
ま
す
。
学
習
会
は
一
〇
〇
に
届
く
か
ど
う

か
と
い
う
状
況
で
す
。
幹
事
会
の
出
席
は
１

／
３
ぐ
ら
い
。
請
願
を
議
会
ご
と
に
出
し
た
。

近
く
の
目
黒
・
港
社
保
協
と
一
緒
に
広
尾
病

院
を
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
に
替
え
る
動
き
に
対
し
、

守
る
会
を
作
り
一
緒
に
存
続
さ
せ
る
運
動
を

起
こ
し
て
い
ま
す
。
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第
１
交
流
会

第
１
交
流
会



調
布
者
保
協
・
池
上
さ
ん

毎
月
幹
事
会
を
や
っ
て
い
る
。
幹
事
会
の
1

週
間
ぐ
ら
い
前
に
３
役
で
打
ち
合
わ
せ
を
や
っ

て
い
る
。
会
費
は
人
数
分
け
を
し
て
納
入
し
て

も
ら
っ
て
い
る
。
対
市
要
求
に
力
を
入
れ
て
い

る
。
秋
に
も
対
市
交
渉
を
予
定
し
て
い
る
。
75

項
目
に
し
ぼ
り
文
書
回
答
を
求
め
て
い
る
。
そ

れ
を
16
項
目
に
し
ぼ
り
再
度
交
渉
を
行
い
ま
す
。

共
同
行
動
で
は
実
行
委
員
会
が
あ
り
、
保
育

制
度
の
改
悪
・
民
営
化
反
対
の
運
動
、
学
習
会
、

市
の
福
祉
予
算
計
画
、
相
談
会
の
取
り
組
み
、

「
25
日
の
宣
伝
」
を
検
討
し
て
い
る
。

葛
飾
社
保
協
・
吉
野
さ
ん

22
団
体
・
個
人
２
名
が
が
加
盟
し
て
い
る
。

予
算
は
30
～
40
万
。
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

廃
止
の
運
動
が
大
き
く
広
が
っ
た
。
老
人
ク
ラ

ブ
・
区
と
の
懇
談
を
取
り
組
ん
で
き
た
。
議
長

と
５
回
、
事
務
局
含
め
て
10
回
ぐ
ら
い
区
と
懇

談
し
て
き
た
。
介
護
保
険
は
区
へ
意
見
書
を
出

し
た
。
春
と
秋
の
集
会
も
取
り
組
ん
で
き
た
。

何
で
も
相
談
会
も
取
り
組
み
50
件
の
相
談
が
あ
っ

た
。活

動
上
の
問
題
点
は
、
医
療
・
介
護
な
ど
が

中
心
に
な
り
が
ち
で
保
育
・
障
害
者
問
題
の
活

動
が
不
足
し
て
い
る
。
も
っ
と
活
動
を
増
や
し

て
い
き
た
い
。

昭
島
市
年
金
者
組
合
・
高
山
さ
ん

立
川
・
昭
島
・
国
立
社
保
協
は
10
年
間
活
動

が
止
ま
っ
て
い
る
。
東
京
土
建
多
摩
西
部
支
部

の
三
木
さ
ん
が
呼
び
か
け
、
３
月
に
独
自
に
社

保
協
を
各
自
治
体
で
組
織
し
よ
う
と
話
が
進
ん

だ
。
昭
島
は
８
月
10
日
に
集
ま
っ
て
も
ら
い
進

め
る
予
定
。
昭
島
で
市
民
要
求
を
や
っ
て
い
る

土
建
・
健
康
友
の
会
・
年
金
者
組
合
・
新
婦
人

が
社
保
協
結
成
を
呼
び
か
け
て
い
こ
う
と
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

足
立
社
保
協
・
江
尻
さ
ん

駒
込
病
院
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
化
に
対
し
反
対
の
取
り

組
み
・
宣
伝
行
動
を
取
り
組
ん
で
い
る
。
介
護

保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
学
習
会
を
年

３
～
４
回
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
区
へ
の
要
請

行
動
も
取
り
組
ん
で
き
た
。
活
動
上
の
問
題
と

し
て
は
区
労
連
の
参
加
が
な
い
こ
と
で
す
。
区

の
担
当
者
と
懇
談
す
る
が
、
区
独
自
で
で
き
る

内
容
は
限
ら
れ
て
い
る
。
国
へ
の
取
り
組
み
が

重
要
。

新
宿
社
保
協
・
井
田
さ
ん

25
日
の
駅
宣
を
中
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

大
久
保
病
院
・
厚
生
年
金
病
院
の
守
る
会
の
取

り
組
み
を
し
て
い
る
。

国
分
寺
社
保
協
・
鈴
木
さ
ん

後
期
高
齢
者
連
絡
会
事
務
局
長
と
し
て
も
や
っ

て
い
る
。
市
長
な
ど
と
か
み
合
う
宣
伝
・
要
求

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
５
団
体
で
対
市
要
請
に

取
り
組
む
予
定
。
社
保
協
と
し
て
の
取
り
組
み

が
な
か
な
か
決
ま
ら
な
い
。

文
京
社
保
協
・
及
川
さ
ん

８
月
に
総
会
を
開
催
予
定
。
会
長
が
ま
だ
決

ま
っ
て
い
な
い
。
春
闘
共
闘
と
の
共
同
の
取
り

組
み
を
し
て
い
る
。
学
習
会
も
行
っ
て
い
る
。

総
会
に
は
三
上
満
さ
ん
を
呼
ん
で
学
習
す
る
。

対
区
交
渉
も
実
施
す
る
。
介
護
問
題
（
新
認
定

制
度
）
、
特
養
ホ
ー
ム
問
題
（
待
機
者
問
題
）

な
ど
を
予
定
し
て
い
る
。

目
黒
社
保
協
・
平
野
さ
ん

休
眠
状
態
か
ら
昨
年
７
月
に
総
会
を
行
い
活

動
を
再
開
し
た
。
宣
伝
の
中
心
は
土
建
・
年
金

で
す
。
活
動
の
中
心
も
土
建
・
年
金
者
に
な
っ

て
い
る
。
介
護
保
険
問
題
で
は
、
団
体
署
名
を

取
り
組
ん
だ
。
秋
に
相
談
活
動
を
計
画
し
て
い

る
。
保
育
問
題
を
ど
う
取
り
組
む
か
が
課
題
。

来
年
２
月
に
総
会
を
開
催
す
る
。

渋
谷
社
保
協
・
福
井
さ
ん

代
々
木
病
院
に
事
務
所
を
置
い
て
い
る
。
大

き
な
取
り
組
み
は
介
護
保
険
だ
っ
た
。
も
う
一

つ
は
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
廃
止
の
運
動
で

区
内
の
医
療
機
関
を
全
部
回
っ
た
。
み
ん
な
が

集
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
議
会
請
願
を
や

る
よ
う
に
な
っ
た
事
が
大
き
い
。
議
会
に
毎
回

提
出
し
た
。
請
願
は
毎
回
不
採
択
だ
っ
た
の
が

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
採
択
さ
れ
た
。
議
会

請
願
が
お
も
し
ろ
く
な
っ
た
。
社
保
協
の
取
り

組
み
が
各
団
体
で
見
直
さ
れ
て
き
た
。
渋
谷
駅

で
の
署
名
の
雰
囲
気
が
変
わ
っ
た
。
社
保
協
総

会
に
は
民
主
党
も
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。

板
橋
社
保
協
・
阿
部
さ
ん

組
合
が
運
動
を
支
え
な
い
と
い
け
な
い
と
思
っ

て
い
る
。
議
員
団
と
の
連
携
が
う
ま
く
い
っ
て

い
る
。
行
政
の
情
報
が
き
ち
ん
と
入
っ
て
く
る
。

日
野
社
保
協
・
小
嶋
さ
ん

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
署
名
は
国
保
を
良

く
す
る
会
で
人
口
の
１
割
を
集
め
た
。
学
校
区

単
位
・
ブ
ロ
ッ
ク
単
位
の
運
動
を
し
て
い
る
。

全
市
一
本
か
ら
各
地
域
で
の
運
動
に
変
わ
っ
て

き
た
。
意
見
書
の
陳
情
は
毎
回
出
し
て
い
る
。

キ
ャ
ラ
バ
ン
行
動
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
社
保

協
は
表
に
出
な
い
で
進
め
て
き
て
い
る
。
14
団

体
の
う
ち
労
働
組
合
が
弱
い
。
社
保
協
と
し
て

全
面
的
な
運
動
を
ど
う
し
て
い
く
の
か
検
討
中
。
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介
護
の
実
態
報
告

１
、
は
じ
め
に

介
護
保
険
制
度
が
始
ま
っ
て
10
年
目
に
な

り
ま
す
が
、
こ
の
間
「
介
護
崩
壊
」
や
「
介

護
難
民
」
な
ど
の
言
葉
が
社
会
的
に
通
用
す

る
く
ら
い
、
介
護
を
め
ぐ
る
深
刻
な
状
況
が

生
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
介
護
従
事
者
を

募
集
し
て
も
応
募
者
が
な
く
、
施
設
・
在
宅

問
わ
ず
欠
員
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

こ

う
し
た
中
で
、
４
月
に
介
護
報
酬
の
改
定
が

行
な
わ
れ
、
始
め
て
報
酬
が
３
％
引
き
あ
が

り
ま
し
た
。
ま
た
一
方
で
、
要
介
護
認
定
基

準
の
変
更
も
行
な
わ
れ
ま
し
た
が
、
高
齢
者

の
生
活
実
態
が
反
映
さ
れ
ず
、
認
定
の
軽
度

化
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
創
設
の
理
念
で
あ
っ
た
介

護
の
社
会
化
が
形
骸
化
す
る
中
で
、
介
護
制

度
の
根
幹
が
根
底
か
ら
切
り
崩
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
る
の
が
介
護
を
め
ぐ
る
情
勢
の
特
徴

で
す
。

２
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
見
た
深
刻
な

人
材
不
足
と
経
営
状
況

東
部
地
域
介
護
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
実
行
委
員

会
が
、
東
部
地
域
（
足
立
、
葛
飾
、
墨
田
、

江
東
、
江
戸
川
、
荒
川
）
の
二
五
六
の
訪
問

介
護
事
業
所
と
事
業
所
で
働
く
ヘ
ル
パ
ー
を

対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
41
介

護
事
業
所
と
95
名
の
ヘ
ル
パ
ー
か
ら
回
答
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
回
答
か
ら
見
え
た

こ
と
は
、
以
下
の
通
り
で
す
。

①
ヘ
ル
パ
ー
の
応
募
状
況
を
み
る
と
、
69
％

の
事
業
所
で
応
募
者
が
全
く
い
な
い
と
答
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
86
％
の
事
業
所
で
、
ヘ

ル
パ
ー
不
足
に
な
っ
て
お
り
、
深
刻
な
人
材

不
足
の
実
態
が
わ
か
り
ま
し
た
。

②
１
年
前
と
比
較
し
て
、
65
％
の
事
業
所
で

経
営
が
悪
化
し
て
お
り
、
深
刻
な
介
護
の
経

営
状
況
が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。

③
ヘ
ル
パ
ー
の
雇
用
形
態
を
み
る
と
、
82
％

が
非
常
勤
職
員
で
、
し
か
も
非
常
勤
職
員
の

う
ち
83
％
の
方
が
直
行
直
帰
の
登
録
型
で
働

い
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
移
動
時
間
を

賃
金
と
し
て
支
払
っ
て
い
る
の
は
55
％
、
キ
ャ

ン
セ
ル
時
に
賃
金
保
障
し
て
い
る
の
は
64
％

④
40
％
の
方
が
月
10
万
円
以
下
の
収
入
で
働

い
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
実
態
か
ら
、
介
護
労
働
者
の
労

働
環
境
の
悪
化
が
深
刻
な
ヘ
ル
パ
ー
不
足
を

も
た
ら
し
て
お
り
、
さ
ら
に
そ
の
こ
と
が
、

介
護
事
業
の
困
難
さ
を
生
み
出
し
て
い
る
要

因
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

３
、
介
護
報
酬
改
定
に
よ
る
影
響

①
介
護
報
酬
改
定
に
あ
た
っ
て
、
厚
生
労
働

大
臣
が
記
者
会
見
で
、
介
護
労
働
者
の
賃
金

が
１
人
当
り
２
万
円
引
き
上
が
る
こ
と
を
強

調
し
て
い
ま
し
た
が
、
実
際
は
経
営
の
赤
字

解
消
に
ま
わ
り
、
介
護
労
働
者
の
処
遇
改
善

を
図
る
こ
と
は
困
難
な
実
情
で
す
。

②
今
回
の
改
定
の
特
徴
と
し
て
、
報
酬
体
系

本
体
の
引
き
上
げ
を
押
さ
え
、
事
業
所
加
算

に
重
点
を
置
い
た
改
定
の
た
め
に
、
加
算
を

「
と
れ
な
い
」
・
「
と
ら
な
い
」
事
業
所
で

は
、
経
営
の
改
善
を
図
る
こ
と
が
困
難
な
事

態
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
加
算
を
取
得
し
た
事
業
所
で
も
、
利

用
者
負
担
が
増
え
る
た
め
に
、
利
用
料
の
支

払
い
が
困
難
に
な
り
、
別
の
事
業
所
に
移
っ

た
利
用
者
の
事
例
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

③
利
用
限
度
額
の
上
限
を
す
え
置
い
た
た
め

に
、
地
域
区
分
と
報
酬
が
上
が
っ
た
こ
と
に

よ
り
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
み
に
し
て
訪
問
を

打
ち
切
っ
た
方
や
、
新
た
に
自
費
が
発
生
し

た
方
も
い
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
ま
で
一
定

程
度
の
自
費
を
支
払
っ
て
い
た
方
が
、
更
に

自
費
分
が
増
え
負
担
が
大
変
に
な
っ
た
利
用

者
も
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
今
回
の
介
護
報
酬
改
定
で

は
、
介
護
の
人
材
不
足
は
改
善
さ
れ
な
か
っ

た
だ
け
で
な
く
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
奪
わ
れ

た
り
、
利
用
者
負
担
が
増
え
る
な
ど
、
深
刻

な
状
況
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

４
、
要
介
護
認
定
規
準
変
更
に
よ
る
影
響

４
月
か
ら
要
介
護
認
定
規
準
が
変
更
さ
れ

ま
し
た
。
マ
ス
コ
ミ
で
も
、
新
認
定
基
準
変

更
に
よ
り
、
介
護
度
が
下
が
る
こ
と
が
報
道

さ
れ
て
い
ま
す
。
寝
た
き
り
の
方
の
介
護
度

が
５
か
ら
４
に
下
が
っ
た
（
東
京
都
世
田
谷

区
）
、
同
じ
よ
う
に
寝
た
き
り
の
方
が
要
介

護
５
か
ら
３
に
下
が
っ
た
（
東
京
都
北
区
）

な
ど
の
事
例
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
の
責
任
者

が
参
加
し
た
認
定
審
査
会
で
、
６
件
の
新
規

に
つ
い
て
審
査
し
た
ら
、
４
件
が
自
立
と
判

定
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

７
月
13
日
に
開
催
さ
れ
た
厚
生
労
働
省
の

「
第
２
回
要
介
護
認
定
の
見
直
し
に
関
わ
る

検
討
・
検
証
委
員
会
」
で
、
新
要
介
護
認
定

審
査
規
準
で
、
自
立
と
認
定
さ
れ
た
方
が
２

倍
に
な
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
認
定
基
準
の
変
更
に
対
し
、
居

宅
介
護
支
援
事
業
所
を
始
め
と
す
る
介
護
現

場
や
介
護
関
係
の
家
族
な
ど
か
ら
批
判
の
声

が
高
ま
り
、
厚
生
労
働
省
は
経
過
処
置
と
し

て
、
申
請
が
あ
れ
ば
従
来
の
介
護
度
で
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、

要
介
護
認
定
基
準
変
更
を
撤
回
し
た
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

５
、
最
後
に

介
護
給
付
費
抑
制
、
介
護
報
酬
改
定
、
要

介
護
認
定
規
準
変
更
な
ど
に
よ
り
、
介
護
現

場
は
深
刻
な
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

ま
ま
の
事
態
で
推
移
す
る
な
ら
、
介
護
崩
壊

が
更
に
進
行
し
、
高
齢
者
や
障
害
者
が
安
心

し
て
暮
ら
す
こ
と
が
出
来
な
く
な
り
ま
す
。

二
〇
一
〇
年
は
、
介
護
保
険
制
度
の
見
直

し
の
時
期
で
す
が
、
黙
っ
て
い
る
と
介
護
保

険
制
度
の
根
幹
を
崩
す
よ
う
な
見
直
し
案
が

で
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、

介
護
関
係
者
だ
け
で
な
く
、
介
護
制
度
の
充

実
を
願
う
団
体
・
個
人
と
共
同
し
た
運
動
を

強
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

医
療
法
人
財
団
健
和
会

中
村

和
司
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